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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 6月 17日 (2003.6.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 発 明 は 、 上 記 射 出 成 形 機 の 改 善 に あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 溶 解 金 属 保 持 筒 に 内 装 さ れ る
部 材 を 単 一 の プ ラ ン ジ ャ と す る と と も に 、 溶 湯 の 液 面 上 の 空 間 を 縮 減 す る こ と に よ っ て 、
溶 解 金 属 保 持 筒 の 空 間 に よ る 溶 融 金 属 の 蒸 発 及 び 蒸 発 金 属 の 筒 壁 へ の 冷 却 付 着 を 解 決 し 、
ま た 金 属 溶 湯 中 の 不 純 物 の 排 出 な ど の 新 た な 課 題 を も 解 決 す る こ と が で き る 金 属 成 形 機 を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 ノ ズ ル タ ッ チ ブ ロ ッ ク ４ ５ の 内 側 上 部 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 記 溶 解 筒 １ １ の ノ ズ
ル 部 材 １ ０ の 軸 線 に 対 し 直 角 に 位 置 す る 傾 斜 後 面 に 形 成 さ れ 、 そ の 傾 斜 後 面 に ノ ズ ル タ ッ
チ 用 の ゲ ー ト が 開 設 し て あ る 。 ま た ノ ズ ル タ ッ チ ブ ロ ッ ク の 内 部 に は 、 上 記 ノ ズ ル 部 材 ４
７ と 上 記 ノ ズ ル 部 材 １ ０ と を 連 通 す る ホ ッ ト ラ ン ナ ５ ３ が 屈 曲 形 成 し て あ り 、 こ れ に よ り
溶 解 筒 １ １ が 型 締 機 構 ２ に 対 し 傾 斜 設 置 さ れ て い て も 、 ノ ズ ル タ ッ チ が 隙 間 な く 行 わ れ て
射 出 時 の 溶 融 金 属 の 漏 洩 を 防 止 し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 材 料 投 入 口 １ ３ に は 粒 状 の 金 属 材 料 の 供 給 装 置 １ ６ が 取 付 け て あ る 。 こ の 供 給 装 置 １
６ は 水 平 な シ リ ン ダ １ ６ ａ と シ リ ン ダ 端 部 に 設 け た 電 動 モ ー タ （ 図 示 せ ず ） に よ り 回 転 す
る 内 部 の ス ク リ ュ コ ン ベ ア １ ６ ｂ と か ら な り 、 不 活 性 ガ ス の 注 入 管 １ ６ ｃ 及 び 酸 素 感 知 器
１ ７ を 備 え る 。 粒 状 材 料 の 送 出 量 は ス ク リ ュ コ ン ベ ア １ ６ ｂ の 回 転 数 の 制 御 に よ り 加 減 し



て 、 供 給 量 の 計 量 が 行 え る よ う に な っ て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 材 料 投 入 口 １ ３ か ら 上 部 の 筒 体 内 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 内 端 面 １ ８ ａ を 材 料 投 入 口
１ ３ の 上 縁 に 接 近 し て 、 筒 体 １ １ ａ 内 に 設 け た 閉 塞 部 材 １ ８ に よ り 塞 が れ て 無 空 間 と な っ
て い る 。 こ の 閉 塞 部 材 １ ８ は 材 料 投 入 口 １ ２ の 上 縁 近 傍 か ら 筒 体 後 端 ま で 達 す る 長 さ の 軸
材 を 、 筒 体 後 端 に 外 端 を ボ ル ト 止 め し て 気 密 に 固 設 し た も の か ら な り 、 そ の 閉 塞 部 材 １ ８
の 中 央 に 穿 設 し た 貫 通 孔 に 、 ロ ッ ド １ ２ ａ と 先 端 の 射 出 ヘ ッ ド １ ２ ｂ と か ら な る プ ラ ン ジ
ャ １ ２ が 、 攪 拌 手 段 を 設 け る こ と な く 単 一 の 状 態 で 、 ロ ッ ド １ ２ ａ を 周 囲 の リ ン グ に よ り
気 密 に 挿 通 し て 、 射 出 ヘ ッ ド １ ２ ｂ が 上 記 ノ ズ ル 部 材 １ ０ の 後 部 内 に 形 成 し た 所 要 長 さ の
計 量 室 ２ １ に 嵌 挿 さ れ る と こ ろ ま で 筒 体 内 に 進 退 自 在 に 設 け て あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 プ ラ ン ジ ャ １ ２ の ロ ッ ド 後 端 は 、 上 記 射 出 シ リ ン ダ ４ ３ の ピ ス ト ン ロ ッ ド ４ ３ ａ と 連
結 し て あ る 。 ま た 場 合 に よ っ て 、 ロ ッ ド １ ２ ａ に 該 ロ ッ ド １ ２ ａ の 軸 方 向 移 動 に 伴 い 溶 湯
に 対 流 を 発 生 さ せ る 膨 出 部 材 ２ ３ が 、 鎖 線 で 示 す よ う に 設 け ら れ る 。 こ の 膨 出 部 材 ２ ３ の
位 置 は 、 溶 湯 の 液 面 Ｌ よ り 上 に あ る と 、 プ ラ ン ジ ャ 前 進 時 に 液 面 Ｌ を 叩 く こ と に な り 、 溶
湯 を 跳 ね 上 げ て し ま う こ と に な る の で 、 完 全 に 溶 湯 の 中 に 沈 ん で い る か 、 一 部 が 溶 湯 内 に
没 入 さ れ る 位 置 、 た と え ば 図 示 の よ う に 上 記 排 出 口 １ ５ に 近 接 し て 設 け ら れ る の が 望 ま し
い 。 ま た 膨 出 部 材 ２ ３ の 形 状 は 溶 解 す る 金 属 材 料 の 粘 度 、 射 出 、 計 量 時 の プ ラ ン ジ ャ 速 度
な ど に よ っ て 決 定 さ れ 、 膨 出 部 材 ２ ３ の 往 復 動 に よ り 溶 湯 温 度 の 均 一 を 図 る こ と が で き る
。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
上 記 閉 塞 部 材 １ ８ の 内 端 面 １ ８ ａ は 略 垂 直 に 形 成 し て あ り 、 そ の 内 端 面 １ ８ ａ が 溶 解 筒 １
１ の 傾 斜 と の 関 連 に よ り 、 材 料 投 入 口 １ ３ の 下 側 の 空 間 １ ９ を 縮 減 し て 溶 融 金 属 の 蒸 発 量
を 抑 制 し 、 か つ 蒸 発 し た 金 属 が 冷 却 付 着 す る こ と を 、 溶 解 筒 １ １ の 外 周 囲 の バ ン ド ヒ ー タ
ー ２ ０ に よ る 加 熱 と 相 俟 っ て 抑 制 す る テ ー パ 面 と し て 位 置 し て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ３ に 示 す 実 施 形 態 は 、 材 料 投 入 口 １ ３ に バ ン ド ヒ ー タ ー ２ ７ を 周 囲 に 備 え た 小 型 の 溶 解
炉 ２ ８ を 取 付 け 、 そ の 溶 解 炉 ２ ８ に よ り 溶 解 し た 金 属 材 料 を 液 体 で 溶 解 筒 １ １ に 供 給 し 、
そ の 液 体 状 態 を 溶 解 筒 周 囲 の 上 記 バ ン ド ヒ ー タ ー ２ ０ に よ り 保 持 し て 射 出 が 行 え る よ う に
し た 場 合 を 示 す も の で あ る 。 溶 解 炉 ２ ８ に は 人 為 的 に 操 作 で き る 弁 棒 ２ ９ を 流 出 路 ３ ０ に
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設 け 、 そ の 弁 棒 ２ ９ の 開 閉 操 作 に よ り 溶 融 金 属 材 料 の 計 量 と 供 給 と が 行 え る よ う に し て あ
る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
長 時 間 の 稼 働 に よ り 溶 湯 に 発 生 し た ス ラ ッ ジ や ロ ス 等 の 不 純 物 Ｓ は 、 溶 解 筒 １ １ の 傾 斜 に
よ り 排 出 口 １ ５ の 付 近 に 沈 下 す る の で 、 適 当 な 時 期 に キ ャ ッ プ １ ５ ａ を 外 し て 溶 湯 と 共 に
抜 き 取 る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 稼 働 を 停 止 し て 溶 解 筒 １ １ を 分 解 す る こ と な く 内 部 の
ク リ ー ニ ン グ が で き る の で 長 期 稼 働 が 可 能 と な る 。
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